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4

は
跡
的
叫
様
、
と
む
っ
て
い
る
を
子
商
品
市
ル
品
川
怖

は
、
水
防
院

mHEが
ど
l
ク
と
な
る
時
総

帯
ど
付
加
を
ポ
シ
ブ
を
w
暗
転
し
、
そ
れ

以
外
的
時
は
、
殺
さ
…
…
…
十
メ
ー
ト
ル
的

円
前
れ
の
だ
本
淡
か
ら
zU此
照
的
下
に
よ

っ
て
お
本
を
一
行
う
と
い
う
、

!
節
約
め

y
ス
テ
ム

ιvE，
て
い
ま
す
。

本
泌
総
校
時
中
hu
ン
タ
i
的
保
動
に
よ

勺
て
市
内
六
か
一
時
め
京
総
仁
設
置
き

れ
た
水
似
判
定
絞
渋
か
ら
判
明
々
と
比
例
報

が
日
切
ら
れ
、
家
躍
的
本
選
践
的
本
泌
が

品
川
下
ト
ヲ
る
と
、
コ
/
ビ
ュ

l
タ
が
い
槻
総

ポ
ン
ブ
の
運
転
を
治
市
し
‘
ト
市
内
九
ふ
域

に
い
つ
で
も
排
出
正
な
本
似
て
絵
本
で
き

る
よ
ー
ヲ
仁
会
っ

後
予
原
市
本
場
は
、
一

H
H叫

ん
止
方
メ
ー
ト
ル
的
給
水
総
力
を
も
ち
略

的
地
の
二
か
所
{
柑
牝
内
浄
水
坊
と
久
手

家
浄
水
場
)
め
浄
水
川
略
的
総
力
を
合
わ

せ
る
と
、
一
日
間
万
九
千
立
万
メ
ト

ん
め
い
粉
本
が
湾
総
と
な
り
ま
す
。

こ
の
給
水
抽
出
力
辻
、
み
な
さ
ん
が
昨

格
的
笈
と
用
問
七
〈
ら
い
の
水
を
縦
約
し

た
時
、
絵
本
人
口
約
十
機
万
人
分
を
ま

か
な
え
る
計
算
い
い
む
り
ま
す

U

本部理問哨
m
w綴
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
よ
な
さ
ん
A

山
本
総
ヘ
お
属
け
す
λ
込
山
制
が
絵
本
人
U
九
万
七
1
三
台
人
、
一
誌
縫

っ
て
、
間
協
ら
れ
た
本
を
、
む
だ
な
く
み
繁
い
ま
し
た

r

大
給
水
議
問
万
九
千
立
主
ノ
?
ト
ル
を

，h

、ι
Z
Z
2
L布
告

号

、

J
R、
J
1
J
I
S
h
川
村
役
と
す
る
第
三
次
拡
張
主
詩
械
は
、

『
，
A
1
H
引
H
2
2
h
山
τ
叫惜ラ

r
h
V
4
d
b
1
1
・

0

聞
記
五
十
一
年
七
月
に
事
業
紘
一
吋
九

ewm

市

内

水

道

事

会

は

、

総

特

派

ト

…

年

処

し

て

来

ま

し

た

匂

去

、

v

た
れ
こ
め
事
装
計
側
い
い
作
柄
づ
き
、

三
月
卒
業
認
可
を
得
y
之
容
に
蕊
乎
?
し
か
し
吉
弘
北
山
崎
援
は
定
城
山
開
発
的
昭
和
五
イ
一
亭
疫
に
以
前
的
問
斜
に
久

制
出
設
事
殺
は
、
市
内
内
約
一
一
分
的
…
一
仁
抑
制
問
で
、
水
お
燃
は
子
総
を
は
る
か
に
与
字
ゆ
本
純
明
会
泌
総
淡
さ
ん
り
い
い
昭
和
訂

あ
た
る
技
師
怜
子
、
湖
北
嶋
ド
を
給
水
沢
上
岡
る
ゑ
蹴
な
よ
叫
を
一
市
i
、
日
史
的
閉
め
十
…
一
年
昨
内
科
ト
開
門
年
絞
め
一
一
か
年
中
P

域
と
し
、
総
水
人
口
五
万
人
、
一
日
絞
九
日
出
制
慣
例
制
い
い
叫
附
・
時
点
か
生
、
し
て
い
た
の
態
と
し
て
代
以

f
在
F
環
地
支
に
本
市
地

大
休
日
本
ね
紘
一
万
一
一
子
七
百
五
心
叫

J1η
メ
が
機
敏
で
i-ん
だ

;

同

次

日

現

ト

セ

ン

タ

ー

、

主

ら

ひ

じ

市

本

将

!
ト
ル
を
H

円
擦
に
古
宇
崎
市
が
滋
め
ら
れ
%
ま
た
、

m
m
h刊
以
十
じ
年
以
同
州
地
下
水
を
終
止
一
訴
し
ま
し
た
っ

本
械
を
寸
地
下
水
い
に
求
め
て
、
術
的
将
棋
…
脱
税
に
よ
り

vwれ
ん
な
水
洲
告
求
内
ぷ
い
さ
u
冷
水
冷
は
ぬ
ド
ホ
合
水
伐
と

ほ
ぼ
中
心
て
あ
る
刊
刊
誌
お
い
い
総
訪
問
十
ぎ
る
を
汚
な
い
状
況
と
な
り
、
そ
の
吋
し
て
い
ま
す
か
、
久
中
火
ふ
水
坊
は
ず

三
年
に
冷
水
場
が
絞
殺
し
ま

L
た
し
応
策
と
し
て
、

H
P
町
内
水
J
P
L
小
説
と
で
に
総
結
五
し
1

出
問
和
十
九
日
け
、
む

f
原
市

そ
の
後
、
流
入
人
口
町
明
加
や
生
寸
前
し
、
広
域
的
ら
氷
川
関
係
州
沖
合
間
る
た
め
、
本
時
は
附
川
和
台
十
r
n
t
念
ハ
汚
か
ら
表
流

出
路
公
的
出
k
h
切
に
と
も
な
い
本
需
要
は
念
総
初
級
十
八
ハ
俊
一
…
H

リ
£
子
業
広
域
本
水
を
水
制
叩
と
!
て
終
ぬ
い
た
し
ま
し
た

織
な
伸
び
を
…
小
ふ
ふ
し
て
米
ま
し
た
。
議
余
波
は
則
い
が
設
抗
さ
れ
ま
し
た
ロ
市
に
あ
る
こ
れ
ら
の
て
浄
木
将
め
総

阪
和
初
夜
十
六
年
三
月
に
事
業
総
吋
え
一
平
め
よ
ヲ
な
状
況
の
中
で
、
汚
山
本
に
吋
獄
中
間
カ
は
、
長
期
的
主
小
引
い
点
熱
れ
村
長
十

得
た
第
二
品
封
議
事
業
は
、
給
水
人
口
向
け
て
の
安
定
し
た
本
仲
山
総
体
総
合
政
分
付
時
限
で
き
狩
る
も
の
で
す

八
万
人
、
設
大
絵
本
町
一
一
…
万
山
側
干
潟
打
J
r
す
る
た
め
、
柏
崎
下
本
お
よ
リ
A

町
議
同
市
内
本
滋
事
業
む
拡
似
の
時
代
か
九

メ
ー
ト
ル
と
、
滋
・
ー
す
る
点
ぶ
相
官
に
対
ケ
い
り
の
符
理
灯
時
代
金
山
中
え
っ
勺
あ
り
ま
よ
寸

v

特

例

納

付

記

肋

さ

げ

て

い

る

ふ

る

わ

れ

h，

t
i
l
-
-
h
'
S
A
V
i
s
3
'
E
F

ギ
と
、
ヮ
ご
主
主
主
い
う
む
り
枇

今

月

本

て

結

既

?
r
L
u
l
uドペ

蜘
…
年
金
者
同
教
液
比
輸
相
臓
と
し
て
、
附
一
，
て
杭
め
る
保
険
料
は
一
か
月
あ
た
町
制
ム
ー
す
る
鋲
あ
あ
ら
か

t
内
総
余
し
て
交
す

L

和
五
十
三
年
七
持
一
日
か
ら
…
一
年
織
に
り
院
予
m
門

で

す

。

お

き

、

肉

体

仲

間

科

的

納

付

を

そ

m
hん
び
古
一
然
時
間
削
門
前
ι応
対
を
ふ
削
叙
す
る
十
々
は
、

わ
た
っ
て
行
わ
れ
て
い
ゐ
山
間
以
民
年
金
の
@
期
限
納
付
的
機
綴
は
、
閥
的
祁
五
十
と
に
絞
り
か
為
な
た
に
代

J

て
制
金
日
印
経
持
参
m
ヤ
?
ペ
ョ
問
削
昨
年
金
課
年
4
1

1

終
問
問
納
付
制
刷
附
胤
い
は
、
い
よ
い
よ
六
五
年
六
月
ぷ
!
日
口
小
、
す
。
山
引
か
ら
，
け
品
制
約
い
い
ぷ
終
え
て
一
閉
め
る
仕
日
開
て
子
総
務
九
と
し
て
く
だ
さ
い

f

三

十

討

議

開

ら

れ

ま

す

お

係

険

料

の

鶴

付

は

誌

も

的

で

す

E
ろ
で
芸
判
的
和
一
雪
受
け

間蜘
M

肉

体

仲

食

生

品

受

け

る

た

め

に

は

、

保

弘

ま

た

目

こ

の

日

間

金

口

授

は

、

あ

主

た

た

場

合

、

在

齢

年

全

日

間

に

つ

い

て

は

誌

を

約

め

た

蓄

と

係

誌

の

免

除

口

車

振

替

で

主

主

的

口

出

を

開

設

し

ザ

h

お
く
こ
長
聖
納
め
た
入
い
い
き
…

2
…

を
受
け
た
m
期
間
同
を
合
わ
せ
て
一

1
五
年
夜
間
山
年
金
め
保
険
料
は
、
幼
山
戸
…
か
ど
に
よ
り
も
将
示
、
あ
な
た
が
竿
余
を
の
史
料
聞
に
な
り
ま
す

(
生
年
月
日
に
よ
り
苧
数
が

i
尊
か
ら
月
こ
と
に
品
約
め
る
ニ
と
に
な
っ
て
い
ま
受
け
る
市
悼
の
桜
待
問
什
阪
と
し
て
主
被
こ
め
た
め
、
免
除
長
必
け
た
と
き
は
、

-
一
ト
肉
体
℃
和
一
縮
〉
M
M

上
み
る
こ
と
が
必
す
が
、
そ
の
だ
が
匂
一
ど
い
い
約
め
る
の
か
院
で
さ
る
こ
と
に
ウ
な
か
リ
大
変
に
使
こ
れ
か
ら
さ
器
、
像
的
に
余
初
カ
で
き

要

で

す

。

面

倒

だ

と

い

う

ω
々

に

は

、

お

予

を

わ

す

刊

で

す

た

と

冬

に

た

絞

ら

A

X

け

た

保

険

料

い

つ

次
め
よ
ラ
な
舟
で
も
削
附
肌
問
料
を
き
か
ら
わ
せ
ず
に
、
し
ん
町
も
一
治
的
忘
れ
の
な
保
険
料
的
口
径
航
桜
花
ぜ
を
希
望
さ
れ
る
い
て
淡
約
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

の
は
っ
て
M
閉
め
れ
ば
、
今
か
ら
で
も
年
い
「
的
A
M
m
服
擬
態
」
町
役
扱
い
判
明
泣
い
々
は
、
市
内
向
与
銀
行
に
総
持
依
粕
鈴
ナ
。

念
総
を
線
問
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
引
が
あ
り
ま
す
£
を
朗
読
し
と
あ
り
ま
す
内
で
ご
制
判
別
く
保
険
料
の
追
納
は
L
g
年
説
家
ぞ
め
段

門v
凶
民
年
金
に
淑
人

L
な
け
れ
ば
な
ら
然
金
口
座
援
態
は
、
年
間
附
附
険
料
い
だ
さ
い
c

捻
ゃ
λλ
け
た
保
険
料
に
つ
い
て
、
そ
の

な

川

会

、

全

幸

俊

き

を

し

な

保

験

料

を

納

め

ら

れ

な

い

ガ

は

当

時

的

保

険

詰

で

納

め

る

さ

か

で

カ
ぐ
た
と
き

G

き
ま
す
ヲ

守

図

聖

書

納

入

し

て

い

る

け

れ

ど

保

険

料

の

免

徐

申

請

ゃ

い

年

金

相

談

も
保
険
料
を
附
則
的
忘
れ
た
綴
泌
が
あ
問
凶
M

同
年
余
で
は
‘
災
害
や
鴇
矢
、
あ

ι忠
治
か
お
刊
し
い
か
ら
と
い
勺
て

4

る
。
る
い
は
長
淡
な
ど
の
た
め
に
生
討
が
州
市
険
料
金
梢
約
千
、
ま
た
免
除
ち
受
け
な
年
余
刷
出
総
は
も
毎
時
汀
第
一
&
ニ
木
叫

す
淡
夜
は
納
入
し
て
い
な
い
が
、
総
に
し
ぐ
、
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
潟
A
M

い
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す
と
、
将
来
、
日
に
行
ヲ
て
い
ま
す
。

納
め
よ
お
れ
の
保
険
料
が
あ
る
と
き
明
は
司
祭
件
捜
科
の
免
険
を
4
1
け
る
よ
と
が
老
齢
年
金
は
も
ち
ろ
ん
曳
竹
刀
ム
的
事
的
(
附
凶
押
昨
年
金
潮
時
午
長
mmJ

※

た

だ

し

、

サ

ラ

?

?

内

臓

が

ん

で

さ

ま

す

。

の

と

き

で

も

警

Z
Z主
主

i
i圃
最
高
穂
留
置
2
1

な
ど
、
伝
作
泌
総
人
的
側
矧
問
問
に
つ
い
て
本
年
m
m
n門
分
か
ら
米
祁
…
一
一
月
分
ま
で
ど
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す

D

保

体

問

、

は
、
特
例
約
け
を
す
る
こ
と
は
で
き
の
保
検
特
に
つ
い
て
免
給
者
受
け
た
い
料
を
約
め
ら
れ
な
い
と
き
は
必
ず
免
除

J

ま
廿
ん

Q

方
は
、
一
円
ロ
ま
で
に
申
請
し
め
市
縞
を
し
て
く
だ
き
い

0

0

送

検

(
h月
九
日
付
」

e

将
軍
総
組
成
年
金
や
母
チ
一
陥
川
町
総
務
総
務
事
端
旧
内
山
尚
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私融v 護事毎月 1・1省自発行(2) 

il 
t~ 然

桶閣

の 荏

市
内
に
仲
叫
ん
で
い
る
身
体
採
取
刑
者
約
作
活
動
と
身
体
機
能
的
緑
鈴
間
関
櫛
mM訓練。

た
め
的
総
訟
と
し
て
、
き
る
五
持
…
一
日
@
ボ
ラ
シ
テ
ィ
ア
活
動
と
ス
ポ
ー
ツ
、

に
議
務
世
間
附
紛
し
ま
し
た
当
セ
ン
タ
ー
レ
タ
リ
ぷ

l
シ
ョ
ン
な
ど
へ
の
助
言
と

で
誌
、
臨
時
議
鰍
則
的
に
よ
る
機
総
附
閥
復
調
副
総
誌
の
捻
供
-

油
開
舟
他
に
各
線
句
抑
制
糾
コ
ー
ナ
ー
も
泳
選
争
稿
用
で
き
る
入

し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
約
問
く
だ
さ
い
。
心
身
掠
姦
者
(
先
)
、
家
持
続
、
総
係

生
お
、
制
間
総
絞
ま
で
の
送
迎
も
考
式
間
体
な
ど
め
絡
会
-

て
お
り
草
す
の
で
、
申
繍
の
様
、
採
に
争
利
燃
料

お

た

す

ね

く

だ

さ

い

。

跡

地

設

利

用

料

は

無

料

で

す

@

争
絡
役
の
務
用
時
間
接
利
用
哨
殺
は
‘
施
設
創
刊
開
市
と
鴻
紛
糾
総

@
湾
総
結
か
ら
金
即
時
自
主
で
片
時
午
前
九
申
込
数
℃
申
絡
し
て
く
だ
さ
い
e

訪中悼

時
か
ら
午
後
限
時
ま
で
山
利
回
附
は
一
一
か
同
月
的
問
か
ら
後
付
け
ま
す
。

@
土
曜
日
は
午
煎
九
時
か
ら
十
一
一
時
ま
争
交
通
機
酬
開
削
国
鉄
総
闘
線
利
続
的
場

で

合

、

湖

北

釈

よ

ワ

徒

宇

部

分

、

叫

判

木

間

帆

豪

勢

市

議

よ

り

級

事

十

五

分

、

パ

ス

量

的

要

・
就
学
品
制
服
榔
務
総
癖
総
合
一
一
級
か
ら
γ

立
証
)
〈
出
口
綴
後
〉
よ
り
従
事
十
分
‘
〈
新

の
生
活
態
度
AT-
…
議
総
隊
叫
憾
の
綴
滋
と
釧
本
〉
よ
り
徒
歩
十
分
α

綿

世

八

八

!

心

一

四

一

@
十
γ

為
抽
賦
以
上
の
肢
体
不
富
市
出
者
内
側

図一線怒タンセ栓お
-
m
'

4

・}

品

咽

司

i
i
1

虫
官
同

隊

一

家

連

-

-

寄
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出
血
鴻
初
五
十
五
都
，
月
一
一
民
以
降
に
我

も
し
手
緩
き
を
し
な
か
q

た
蛾
認
に
孫
主
市
に
転
入
し
て
来
な
方
は
、
約
住

は
、
引
き
H

眠
い
て
A
E
襲
絡
ま
っ
て
重
か
ら
沼
和
五
十
五
年
事
的
児
殺

も
六
月
分
か
ら
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
争
点
描
隅
刷
所
得
統
明
獲
を
怒
り
寄
せ
て
撚

せ
ん
の
で
ご
総
総
下
さ
い
2

叫
討
し
て
下
部
い
彰

争
受
付
期
間
争
開
会
せ
制
開
校
事
執
稼
附
出
品
波
宮
事
前
嶋
一
議

六
月
二
日
か
ら
六
月
三
十
日
ま
で
党
議
家
庭
係
ま
で

争

機

付

泊

所

惜

八

五

i

一
一
内
線
三
間
関
七

六
月
九
日
命
後
究
所

a
F
〈
が
盗
畿
車

前
山
岡
山
ま
で
の
益
還
で
、
撤
小
品
怒
れ
れ
ん

肉
転
車
に
多
〈
み
ら
れ
る
の
が
滋
殺
事

で
す
。
帥
則
的
釈
で
滋
総
に
あ
い
、
品
取
り

給
て
句
ー
れ
た
も
め
が
胤
隣
に
さ
ら
さ
れ

て
鰐
み
、
防
世
間
相
不
可
棋
院
に
な
勺
た
と
い

う
ケ

i
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

協
留
守
ん
的
協
松
市
中
い
か
そ
ん
な
事
に
な

句
な
い
よ
う
に
、
き
ち
ん
と
織
を
か
け
、

名
前
と
住
所
を
は
っ
き
り
記
入
し
ま
し

ょ
う
そ
し
て
し
は
ら
く
自
転
車
を

相
す
る
た
め
鈴
絞
市
中
内
監
理
を
行
っ
て
佼
悶
L
な
い
絡
会
は
、
駅
前
に
被
援
せ

い

ま

す
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〈
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台
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は
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転

車
が
放
置
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て
い
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す
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中
市
で
は
、
こ
の
混
雑
を
合
し
で
も
印
税

指佐駅前・天蕊台駅南口の

裁関自転車を撮去します
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台
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、
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緩
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潟
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